
  

経済センサス企画会議（第３回）の結果概要 

 

１ 日 時 平成 19 年 3 月 1 日（木） 13：30～15:45 

２ 場 所 経済産業省別館 ５１３共用会議室 

３ 出席者  清水座長、飯島委員、大戸委員、廣松委員、舟岡委員 

内閣府、総務省（政策統括官付、統計調査部）、財務省（代）、文部科学省、 

厚生労働省（代）、農林水産省（代）、経済産業省、国土交通省、環境省（代）、 

日本銀行、東京都、大阪府 

４ 議 題  

（1）平成 21 年経済センサスの検討状況について（中間報告） 

（2）ワーキンググループの検討状況について（報告） 

（3）その他 

 

５ 結果概要 

  (1) 議題 1 平成 21 年経済センサスの検討状況について（中間報告） 

平成 21 年経済センサスの検討状況について、総務省統計局統計調査部経済基本構造

統計課から説明し、質疑。平成２１年調査に係る試験調査を含む計画案については、

意見を踏まえ次回（４月末目途）までに整理することとされた。 

   《主な意見》 

① 行政記録によって新たに把握された企業について、準備調査名簿に反映させ調

査で捕捉する仕組みを検討すべき。 

② 傘下事業所の情報を本社等で一括して報告する本社等一括調査は、調査方法と

して妥当であるが、企業側の調査環境（情報提供に対するセキュリティの高ま

り等）などを考慮した対応が必要である。調査員調査を基本とするとのことだ

が、調査方法については、国、地方自治体、調査員の役割分担を再検討すべき。 

③ 行政記録を活用したプロセスについては、試験調査による十分な実地検証が必

要。２回目の試験調査実施に向けた検討をすべき。 

④ 本社等一括調査を含め「経済センサス」に関しては、企業側の協力確保が重要

である。企業向けの広報活動について、スケジュールを示し早期に実施すべき。 

 

(2) 議題 2 ワーキンググループの検討状況について（報告） 

23WG 及び母集団情報整備 WG の検討状況について事務局から報告。 

 

(3) 次回(第４回)企画会議は、４月末目途に開催することとした。 

 

（文責…総務省政策統括官（統計基準担当）付統計審査官室） 


